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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第68期

第２四半期連結
累計期間

第69期
第２四半期連結
累計期間

第68期

会計期間

自平成26年
６月１日
至平成26年
11月30日

自平成27年
６月１日
至平成27年
11月30日

自平成26年
６月１日
至平成27年
５月31日

売上高 （千円） 24,801,055 24,881,662 58,781,739

経常利益 （千円） 597,818 546,961 2,274,186

親会社株主に帰属する四半期（当期）純

利益
（千円） 372,036 354,200 1,366,862

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 545,103 351,587 1,723,284

純資産額 （千円） 14,395,514 15,629,584 15,443,229

総資産額 （千円） 34,003,595 33,055,465 44,088,105

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 31.68 30.16 116.39

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 42.3 47.3 35.0

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） △1,209,257 △1,183,988 1,268,384

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △109,156 △72,375 △215,844

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 1,439,560 1,559,426 △695,756

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高
（千円） 2,129,426 2,668,126 2,365,064

 

回次
第68期

第２四半期連結
会計期間

第69期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成26年
９月１日
至平成26年
11月30日

自平成27年
９月１日
至平成27年
11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 13.63 3.09

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累計

期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

EDINET提出書類

カネコ種苗株式会社(E00004)

四半期報告書

 2/17



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に個人消費が底堅く推移したも

のの、中国をはじめとするアジア新興国等の景気下振れにより輸出が弱含みとなるなど不透明な状況となっており

ます。

また、国内農業の状況は、農産物輸出が増加するなどの明るい傾向があるものの、少子高齢化による食料消費の

減少や農家の後継者不足等の従前からの課題に加え、今夏は日照不足による作柄不良、直近では気温が高めに推移

していることによる出荷量の増加から青果安となるなど、農家経営が不安定化し、加えて、大筋合意に達したＴＰ

Ｐ（環太平洋経済連携協定）の影響も懸念されます。

こうしたなか当社グループの業績は、農材事業が順調だったものの、施設材事業において、これまで大きく伸長

した反動などから低調に終わりました。売上高は248億81百万円で前年同四半期比80百万円（0.3％）増の微増とな

りましたが、利益面では営業利益４億91百万円で前年同四半期比46百万円（8.6％）減、経常利益５億46百万円で

前年同四半期比50百万円（8.5％）減、親会社株主に帰属する四半期純利益３億54百万円で前年同四半期比17百万

円（4.8％）減となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

種苗事業

種苗事業においては、牧草関係で緑化工事用種子の販売低迷をキャベツ種子の輸出を中心とした野菜種子の販売

増によりカバーし、売上高33億69百万円で前年同四半期比2.4％の増収となりました。しかしながら、利益面では

牧草種子の輸入仕入コスト上昇による採算の悪化や費用の増加により苦戦いたしました。

 

花き事業

花き事業においては、家庭園芸肥料の販売が低迷したものの、家庭園芸農薬の積極的な販売推進やオリジナル野

菜苗の販路拡大などによりカバーし、売上高35億３百万円で前年同四半期比0.3％の微増収となりました。

 

農材事業

農材事業においては、消費税率引き上げ前の駆け込み需要の反動により農薬の販売が大きく低迷した前期の状況

と比べ、今期は常態に回復したことや、得意先のニーズをとらえた営業展開により増収となりました。売上高102

億10百万円で前年同四半期比6.5％の増収であります。

 

施設材事業

施設材事業においては、直近まで業績向上の主要因となっていた雪害に伴う農業用施設の復旧需要が一巡したこ

とに加え、養液栽培プラントの完工売上高が低迷し、売上高77億10百万円で前年同四半期比7.1%の減収となりまし

た。

 

造園事業

　売上高87百万円で前年同四半期比34.6％の減収となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較

して３億３百万円増加し、26億68百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、11億83百万円(前年同四半期比2.1％減)となりました。

　これは主に、仕入債務の減少額127億６百万円が、売上債権の減少額106億63百万円及びたな卸資産の減少額9億

71百万円を上回ったことなどによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動の結果使用した資金は、72百万円(前年同四半期比33.7％減)となりました。

　これは主に、有形固定資産の取得による支出86百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果獲得した資金は、15億59百万円(前年同四半期比8.3％増)となりました。

　これは主に、営業活動により使用した資金を、短期借入金で調達したことによるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、286,094千円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,000,000

計 19,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年１月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,772,626 11,772,626
東京証券取引所

市場第二部
単元株式数　100株

計 11,772,626 11,772,626 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年９月１日～

平成27年11月30日
－ 11,772,626 － 1,491,267 － 1,751,682
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（６）【大株主の状況】

  平成27年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 株式会社あかぎ興業  群馬県前橋市日吉町2－11－21 593 5.04

 株式会社群馬銀行  群馬県前橋市元総社町194 490 4.16

 金子　昌弘  群馬県前橋市 469 3.98

 金子　才十郎  群馬県前橋市 341 2.89

 金子　悦三　  群馬県前橋市 341 2.89

 株式会社東和銀行  群馬県前橋市本町2-12-6 310 2.64

 カネコ種苗従業員持株会  群馬県前橋市古市町1-50-12 279 2.37

 日本マスタートラスト信託銀行

 株式会社(信託口）
 東京都港区浜松町2－11－3 254 2.16

 金子　教子  群馬県前橋市 185 1.57

 群馬ハンディホンサービス株式

 会社
 群馬県伊勢崎市赤堀今井町1-280-1 182 1.54

計 － 3,450 29.30

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　30,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,709,700 117,097 －

単元未満株式 普通株式 　　32,026 －  －

発行済株式総数 11,772,626 － －

総株主の議決権 － 117,097 －

 

②【自己株式等】

平成27年11月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

カネコ種苗株式会社
群馬県前橋市古市町

1-50-12
30,900 － 30,900 0.26

計 － 30,900 － 30,900 0.26

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年９月１日から平

成27年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年６月１日から平成27年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,698,564 3,001,626

受取手形及び売掛金 ※ 24,355,732 13,591,403

商品 6,945,125 6,164,836

その他 1,902,388 2,104,134

貸倒引当金 △84,562 △47,214

流動資産合計 35,817,247 24,814,787

固定資産   

有形固定資産   

土地 4,196,919 4,196,919

その他（純額） 1,702,308 1,724,900

有形固定資産合計 5,899,227 5,921,819

無形固定資産 77,098 62,192

投資その他の資産   

その他 2,304,817 2,267,149

貸倒引当金 △10,284 △10,484

投資その他の資産合計 2,294,532 2,256,665

固定資産合計 8,270,858 8,240,678

資産合計 44,088,105 33,055,465

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 24,054,682 11,741,361

短期借入金 1,235,000 2,965,000

未払法人税等 514,591 190,299

その他 1,388,628 1,145,866

流動負債合計 27,192,902 16,042,526

固定負債   

退職給付に係る負債 1,147,735 1,141,290

役員退職慰労引当金 214,580 120,625

その他 89,658 121,438

固定負債合計 1,451,973 1,383,354

負債合計 28,644,875 17,425,881

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,491,267 1,491,267

資本剰余金 1,765,221 1,765,221

利益剰余金 11,663,286 11,853,092

自己株式 △19,841 △20,679

株主資本合計 14,899,933 15,088,900

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 574,857 568,597

退職給付に係る調整累計額 △31,561 △27,913

その他の包括利益累計額合計 543,296 540,683

純資産合計 15,443,229 15,629,584

負債純資産合計 44,088,105 33,055,465
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年６月１日
　至　平成27年11月30日)

売上高 24,801,055 24,881,662

売上原価 20,903,620 20,988,508

売上総利益 3,897,435 3,893,153

販売費及び一般管理費 ※１ 3,359,544 ※１ 3,401,418

営業利益 537,891 491,735

営業外収益   

受取配当金 28,194 18,526

受取家賃 30,638 30,707

その他 16,453 18,502

営業外収益合計 75,286 67,736

営業外費用   

支払利息 15,339 12,505

その他 19 6

営業外費用合計 15,359 12,511

経常利益 597,818 546,961

特別利益   

固定資産売却益 30 －

特別利益合計 30 －

特別損失   

投資有価証券評価損 － 2,772

固定資産処分損 － 2,866

特別損失合計 － 5,638

税金等調整前四半期純利益 597,849 541,322

法人税等 225,813 187,122

四半期純利益 372,036 354,200

親会社株主に帰属する四半期純利益 372,036 354,200
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年６月１日
　至　平成27年11月30日)

四半期純利益 372,036 354,200

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 166,552 △6,260

退職給付に係る調整額 6,514 3,648

その他の包括利益合計 173,067 △2,612

四半期包括利益 545,103 351,587

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 545,103 351,587

 

EDINET提出書類

カネコ種苗株式会社(E00004)

四半期報告書

10/17



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年６月１日
　至　平成27年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 597,849 541,322

減価償却費 93,794 106,003

売上債権の増減額（△は増加） 8,221,279 10,663,171

たな卸資産の増減額（△は増加） 41,007 971,038

仕入債務の増減額（△は減少） △9,468,699 △12,706,821

その他 △279,931 △293,703

小計 △794,700 △718,989

法人税等の支払額 △427,947 △469,671

その他 13,390 4,672

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,209,257 △1,183,988

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △119,676 △86,935

その他 10,519 14,559

投資活動によるキャッシュ・フロー △109,156 △72,375

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,650,000 1,730,000

配当金の支払額 △151,708 △163,813

その他 △58,731 △6,760

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,439,560 1,559,426

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 121,145 303,062

現金及び現金同等物の期首残高 2,008,280 2,365,064

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,129,426 ※ 2,668,126

 

EDINET提出書類

カネコ種苗株式会社(E00004)

四半期報告書

11/17



【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　　　(1)連結の範囲の重要な変更

　　　該当事項はありません。

 

　 (2)持分法適用の範囲の重要な変更

　　　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結

財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　※四半期連結会計期間末日満期手形

　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の前連結会計年度末日満期手形が前連結会計年度末

日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成27年５月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年11月30日）

受取手形 1,068,227千円 ―　千円

支払手形 623,677 ―

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年６月１日
　　至 平成26年11月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年６月１日
　　至 平成27年11月30日）

従業員給与及び手当 973,106千円 977,171千円

従業員賞与 339,670 339,399

退職給付費用 96,625 103,552

役員退職慰労引当金繰入額 7,200 7,200

 

　２　業績の季節的変動

　当社グループの業績は、第４四半期において、他の四半期と比較して売上高・利益ともに増加する傾向に

あります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年６月１日
至　平成26年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年６月１日
至　平成27年11月30日）

現金及び預金勘定 2,462,926千円 3,001,626千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △333,500 △333,500

現金及び現金同等物 2,129,426 2,668,126

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年６月１日　至平成26年11月30日）

　１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年８月28日

定時株主総会
普通株式 152,677 13  平成26年５月31日  平成26年８月29日 利益剰余金

 

　２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年１月６日

取締役会
普通株式 129,180 11  平成26年11月30日  平成27年２月16日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年６月１日　至平成27年11月30日）

　１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年８月28日

定時株主総会
普通株式 164,394 14  平成27年５月31日  平成27年８月31日 利益剰余金

 

　２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年１月５日

取締役会
普通株式 129,158 11  平成27年11月30日  平成28年２月15日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年６月１日 至平成26年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 
種苗
事業

花き
事業

農材
事業

施設材
事業

造園
事業

合計

売上高       

外部顧客への売上高 3,291,476 3,491,859 9,586,651 8,297,474 133,595 24,801,055

セグメント間の内部売上高
又は振替高

14,504 191 627 2,064 － 17,386

計 3,305,980 3,492,050 9,587,278 8,299,538 133,595 24,818,441

セグメント利益又は損失（△） 433,815 △89,880 48,116 530,200 △3,488 918,763

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 918,763

全社費用（注） △380,872

四半期連結損益計算書の営業利益 537,891

　　　　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年６月１日 至平成27年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 
種苗
事業

花き
事業

農材
事業

施設材
事業

造園
事業

合計

売上高       

外部顧客への売上高 3,369,725 3,503,665 10,210,187 7,710,747 87,338 24,881,662

セグメント間の内部売上高
又は振替高

17,820 438 644 1,645 － 20,547

計 3,387,545 3,504,103 10,210,831 7,712,392 87,338 24,902,209

セグメント利益又は損失（△） 406,208 △79,657 90,226 466,079 △3,945 878,911

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 878,911

全社費用（注） △387,176

四半期連結損益計算書の営業利益 491,735

　　　　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　　該当事項はありません。

EDINET提出書類

カネコ種苗株式会社(E00004)

四半期報告書

14/17



（金融商品関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成27年11月30日）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はあり

ません。

 

（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成27年11月30日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はあり

ません。

 

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成27年11月30日）

　当社グループは、デリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　当第２四半期連結会計期間（自平成27年９月１日　至平成27年11月30日）

　　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年６月１日
至 平成26年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年６月１日
至 平成27年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 31円68銭 30円16銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
372,036 354,200

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（千円）
372,036 354,200

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,744 11,742

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成28年１月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 （イ）配当金の総額 ………………………………………… 129,158千円

 （ロ）１株当たりの金額 …………………………………… 11円00銭

 （ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 …………… 平成28年２月15日

（注）平成27年11月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年１月７日

カネコ種苗株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 栗原　 学 　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 今西　恭子　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカネコ種苗株式

会社の平成27年６月１日から平成28年５月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年９月１日から平

成27年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年６月１日から平成27年11月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、カネコ種苗株式会社及び連結子会社の平成27年11月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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